
開催日時
開催場所
参加者数

回答数
20
17
4
1
1
43

回答数
１．興味が沸いた 27
２．やや興味が沸いた 10
３．今までと変わらない 6

0
43

回答数
１．広報ふちゅう 15
２．市ホームページ 1
３．市メール配信サービス 9

0
５．周知ちらし 5

14
44(※)

 ※  傍聴者の回答1件を含んでいます。

４．Twitter

◆府中基地跡地留保地周辺地区のまちづくりに向けたアンケート　集計（2日間合計）

１．理解が深まった

15名（アンケート回答者数：16名） 28名（アンケート回答者数：27名）

1日目 2日目
令和3年7月10日（土）　19:00～21:00 令和3年7月11日（日）　10:00～13:00
府中市市民活動センター　プラッツ 府中市生涯学習センター

６．その他

２．やや理解が深まった
３．どちらともいえない
４．あまり内容がわからなかった
５．内容がわからなかった
合計

４．その他
合計

３．ワークショップを何で知りましたか？

２．ワークショップでご紹介した「３つのまちづくりのテーマや事例」に対して興味は湧きましたか？

１．ワークショップを通じ、「周辺地区を含めたまちづくり」への理解は深まりましたか？

合計

１．理解が深まった
20名
47%

２．やや理解が深まった
17名
40%

３．どちらともいえない
4名
9%

４．あまり内容がわからなかった
1名
2%

５．内容がわからなかった
1名
2%

１．興味が沸いた
27名
63%

２．やや興味が沸いた
10名
23%

３．今までと変わらない
6名
14%

１．広報ふちゅう
15名
34%

２．市ホームページ
1名
2%

３．市メール配信サービス
9名
21%

５．周知ちらし
5名
11%

６．その他
14名
32%

※複数回答が1名いるため、回答数の合計が
回答者数を上回っている。



回答数
１．面白かった 22
２．雰囲気が良かった 5
３．自分の意見を伝えることができた 18
４．他の人の意見が聞けてよかった 27
５．具体的なイメージをすることができた 11
６．新たな発見ができた 7
７．留保地の土地利用が楽しみになった 14
８．当該地区のまちづくりへの興味がわいた 14

21
139

◆まちづくりの方向性について

◆ワークショップの開催方法について
・コロナ禍の中でのワークショップであったが、工夫されていたと思う。

◆広報・情報発信について
・メールで申し込みをした際になかなか返信がなく、申し込みが完了したのか不安な期間があった。

◆その他・感想

 ※  主な意見を抽出しまとめているため、件数は一致しません。

・特に跡地周辺の住民に対して、ワークショップ開催のお知らせをもっと積極的に案内してほしい。
・定期的に情報発信と市民からの意見集約を図っていくことで、地区利用の事業そのものが活性化すると考える。本日のような
    機会を、ぜひ続けて頂けるとありがたい。

・あの広大な場所で何ができるのかを考えるのはとても楽しい貴重な体験だった。どんなところになるのか今からとても楽しみ。
・初めての参加だが、主要な部分はすでに決まっているようであった。

・明星高校からもまちづくりに関われたら嬉しい。
・たくさんの市民の意見を知る機会となり、参考になった。
・意見の数では高齢者の意向が強く出ると思う。これからの世代の意見も汲み取ってもらえると嬉しい。
・留保地に関するワークショップは以前と変わらず、各人が言いたいことを言ってそれ以上議論が深まらず、消化不良である。
・なぜこのワークショップに明星以外の学生がいないのか真剣に考えるべきと感じた。「参加した意味が分かりやすく伝わる」
    ことを意識するのが良いと思う。

・市が国に提出した具体的な案を説明してほしい。以前、市から市民へ意見を求めた案を知りたい。

・継続していく中で、経過報告などあれば良いと思う。

「9．その他」と回答した方の主な意見

４．今回のワークショップの全体を通じての感想はいかがでしたか？（複数回答可）

・府中が住みやすい理由は自然、子育てが容易という点だと思うので、これを活かすことを期待する。
・カーボンニュートラル・SDGs +府中（古い街）の考えがなかったのが残念である。
・諸施設の内容を公開してほしい。

・コロナ禍でコミュニケーションが取りづらかったのが残念。質疑の時間や具体的な意見交換ができると良かった。
・コロナ禍でのやり方の工夫は評価するが、本日の内容は“アイデアの刈り取り会”であり、意見交換や回答もなく、これはワー
    クショップとは言わない。

９．その他
合計

１．面白かった
22名
16%

２．雰囲気が良かった
5名
4%

３．自分の意見を伝えることができた
18名
13%

４．他の人の意見が聞けてよかった
27名
19%

５．具体的なイメージを
することができた

11名
8%

６．新たな発見ができた
7名
5%

７．留保地の土地利用
が楽しみになった

14名
10%

８．当該地区のまちづくりへ
の興味がわいた

14名
10%

９．その他
21名
15%


